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２学期が始まってあっという間に１ヶ月が 

経ちました。暑い夏の終わりが見えず、連日

熱中症警戒アラートが続いた９月。太陽の照 

りつけと戦いながらの登校にも、楽しみにしていた友だちとの外遊びもままならない学校生活に

も、子ども達はストレスが多い日々だったと思います。 

ただ、上級生に手を引かれていた１年生が、汗びっしょりになり

ながらも、たくましく登校してくる姿があります。声を出すのが苦手

だった登校班長さんが、大きな声であいさつをリードする姿もうかが

えます。子ども達の確かな成長が見えます。少し日が陰って熱中症警

戒アラートが解除されたのを確認するやいなや、昼休みの運動場へ駆

けだしていく子ども達の姿があります。子ども達が教室に閉じこもっ 

て静かだった学校が、どんどん生気を取り戻していくようにも感じます。暑さにバテ気味の私た

ち教師も、子ども達の元気に負けないように頑張ります。 

始業式の代表の言葉には、かけ算九九や持久走、英語暗唱を頑張る、テスト 

で１００点を目指す等、やる気や意欲があふれていました。６年生池増ゆうまさ 

んからは、豪雨被害や戦争のニュース等を見る度に、今こうして学校にみんなが 

集まって学べていることが当たり前のことではない、今を大切にして頑張ってい

こうという、自分と全校児童への力強いメッセージがありました。 

暑かった９月も、短時間の外活動と室内活動とのバラ

ンスを考えながら積極的に教育活動を行いました。「人

権の花運動」をきっかけとした人権学習関連行事がたく

さん計画されて、「やさしい心」の育成に力を入れた月でもありました。いろいろと工夫してい

ただいた担任の先生方と協力者の皆様ゲストティーチャーに感謝です。 

９月２４日（水）３年生、４年生人権講話：「人権の花運動」の人権

講話第３弾として行われ、アニメや紙芝居を見ての感想交流や人権擁護

委員さんのお話により、相互理解や仲間づくりについて勉強しました。

夏休みにみんなで持ち帰って育てた人権の花の観察会も行っています。

今後、１１月１４日（金）の人権の花運動終了式に向けて、まとめの学習を行っていきます。 

 ９月２６日（金）３年生、９月３０日（火）４年生：ＮＰＯ法人の講師による人権講座を実施

しました。同じ餃子の皮を使いながら、３年生はブラジル料理、４年生

は中華料理に挑戦し、調理体験活動を楽しみながら、国際理解について

学ぶ時間となりました。４年生には、ヒューゴ・ドューチュさんがオー

ストラリアから体験入学（９月２４日～１０月７日）しています。生ま

れた国や文化が違っても、その違いを尊重しつつ、同じ人間として関わ

っていくことの尊さを子ども達は実体験として理解しているようです。  

９月１７日（水）Ｊ１リーグ川崎フロンターレで活

躍されている本校卒業生、河原創選手からサッカー

ボールの寄贈がありました。お父様の正明さんが届

けてくださったので、運動委員会の渡邉かなとさん、

増岡しほさんが代表でお礼の言葉を述べました。 

また同日、介護老人保健施設「希望の園」さんから

１年生に、貝を使った交通お守りをいただきました。

利用者さんと職員さんの手作りです。  
 

みんなで学べる尊さ 

違うことの尊重 

２学期始業式、真剣に話を聞く姿 

ありがとうございます 


